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情 報 科 学 習 指 導 案 
   令和２年 10 月 第１学年 指導者 林 健太郎  

 

１ 単元名  コミュニケーションとネットワーク「コミュニケーション」 

 

２ 学習指導要領上の位置付け 

(2)情報通信ネットワークとコミュニケーション 

ア コミュニケーション手段の発達 

  コミュニケーション手段の発達をその変遷と関連付けて理解させるとともに、通信サービスの特徴

をコミュニケーションの形態とのかかわりで理解させる。 

イ 情報通信ネットワークの仕組み 

  情報通信ネットワークの仕組みと情報セキュリティを確保するための方法を理解させる。 

ウ 情報通信ネットワークの活用とコミュニケーション 

  情報通信ネットワークの特性を踏まえ、効果的なコミュニケーションの方法を習得させるとともに、

情報の受信及び発信時に配慮すべき事項を理解させる。 

 

３ 目標    

主体的な学習活動を通して次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア メディアの発達について興味・関心をもっている。（関心・意欲・態度） 

イ 効率的にファイルを圧縮して転送できる。 （思考、判断、表現） 

ウ 各種インターネットのサービスを利用できる。（技能） 

エ 情報セキュリティ技術の知識がある。（知識・理解） 

 

４ 指導計画 ※別紙参照 
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５ 本時の展開（１／６） 

(1) ねらい 

メディアの発達について課題を設定し、Google スライドを活用した協働的な学びを通して、主体的に学

習に取り組む姿勢を育む。 

 

(2) 展開 

学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

時間 

 

○指導上の留意点 

◎研究上の手立て 

１ 本時のねらいを確認する。 

 

・メディアの発達は将来どうなるか。 

 

５ 

分 

 

○ねらいを生徒に伝える。メディアの発達の歴史を確認

する。 

 

２ 班ごとに「次世代のコミュニケーショ

ン」に関するテーマを設定する。 

 

・どんなテーマにしようか。 

 

Googleスライドで協働的な学びを行

う。 

 

・インターネットで情報収集しながら

スライドの作成を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

分 

◎４人１組のグループに分ける。（グループワーク） 

○テーマが決まっていない班に声かけを行う。 

 

 

 

◎Google Classroom 内でスライドを生徒に配付する。 

○協働的な学びになるよう意見交換の声かけを行う。 

○グループ内で作成したスライドの推敲を行うよう留意

する。 
○画像を貼り付ける場合は引用元のＵＲＬをスライドに

記入するよう留意する。 
 
 
 

 

 

３ 班ごとに自分たちの考えた将来のメ

ディアの発達を発表する。 

10 

分 

○発表者の班のスライドを全員に見せながら発表を聞か

せる。 

 

４ Googleフォームで本時の振り返りを

行う。 

５ 

分 

 

◎Googleフォームを用いて、本時の既習事項の確認を

行う。 

○フォームの解答を自動採点するよう事前に設定す

る。 

 

 

 

 

 

 [めあて] 協働的な学びの中で意見交換しながらスライドを作成し、発表を行う。 

評価項目＜方法（観点）＞ 

スライド作成において、意見交換しながら協働

的な学びをしている取り組みが見られる。 
＜観察（関心・意欲・態度）＞ 
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６ 板書計画  

 

   

 

 

 

 

 

   ① メディアの発達の歴史を確認する。（５分） 

   

   ② 班ごとにテーマを設定する。   （５分） 

   

   ③ 班ごとにスライド作成する。   （25 分） 

   

   ④ 全体の前で発表する。      （10 分） 

 

   ⑤ 振り返りをする。        （５分） 

目標  

メディアの発達を理解し、次世代のコミュニケーション技術について考えよう。 

 



指導計画  情報科 第１学年 単元名「コミュニケーションとネットワーク」（全６時間計画） 
 

目
標 科目の目標を踏まえ、主体的な学習活動を通して次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア メディアの発達に興味・関心をもっている。（関心・意欲・態度） 

イ 効率的にファイルを圧縮して転送できる。 （思考、判断、表現） 

ウ 各種インターネットのサービスを利用できる。（技能） 
 
エ 情報セキュリティ技術の知識がある。（知識・理解） 

評
価
規
準 

(1)  メディアの発達に興味・関心をもっている。（関心・意欲・態度） 
 
(2)  効率的にファイルを圧縮して転送できる。 （思考、判断、表現） 
 
(3)  各種インターネットのサービスを利用できる。（技能） 

 
(4)  情報セキュリティ技術の知識がある。（知識・理解） 
 

過
程 

時
間 

○ねらい 
めあて 

・振り返り（意識） 評価項目 
<方法（観点）> 

つ
か
む 
 
 

１ ○メディアの発達史に関する知識を基に、技術
の進歩によるメリット・デメリットの両側面
を考えることを通して、技術の進歩に興味・
関心をもてるようにする。 

 

・メディアの変遷に関する意
見を Google Classroom で発
信し、他の生徒の意見を聞
くことで、技術が進歩して
いることが分かった。 

・メディアの発達に興味・関
心をもっている。（関心・意
欲・態度） 
 

追
究
す
る 
 

１ ○どのような場面でどのようなコミュニケーシ
ョンの方法が適切か考えさせることを通し
て、コミュニケーションの分類について理解
する。 

 

・目的により、どのようなコ
ミュニケーションをとれば
よいか、適切に選択できる
ようになった。 

・コミュニケーションの各種
の分類や形態を理解して
いる。（知識・理解） 

 １ ○動画教材を視聴することを通して、ネットワ
ークの特性、インターネットの仕組みを学ぶ。 

・回線交換方式とパケット交
換方式の違いが動画を見る
ことでわかった。お互いが
理解し合うためにプロトコ
ルが決められていることが
わかった。IP アドレスやド
メインについて学び、実習
で自分のパソコンの IP ア
ドレスを確かめられた。 

・ネットワークの通信方式の
相違を判断できる。（思
考・判断・表現） 

・インターネットのプロトコ
ル及び LAN の基本知識があ
る。（知識・理解） 

 １ ○動画教材を視聴することを通して、インター
ネットのサービスを学ぶ。 

・WWW について学び、ブラウ
ザで Web ページを表示する
仕組みについて理解でき
た。 

・インターネットの基本的な
サービスの内容と利用方
法を理解している。（知
識・理解） 

・各種インターネットのサー
ビスを利用できる。（技能） 

・効率的にファイルを圧縮し
て転送できる。 （思考、
判断、表現） 

 
 

１ ○転送速度とデータ量の基本的な計算演習を通
して、情報を正確かつ効率的に転送する工夫
について理解する。 

○コンピュータウイルスの種類や被害状況、及
びその対策を話し合わせることを通して、情
報セキュリティ対策の必要性を理解する。 

・転送速度とデータ量の基本
的な計算をすることで、デ
ータ量が大きいと転送時間
が大きくなることがわかっ
た。転送速度を小さくする
ためにファイルを圧縮する
ことが有効であると理解し
た。 

・コンピュータウイルスへの
対策としてウイルス対策ソ
フトウェアをパソコンに常
駐させることが大切である
ことが分かった。 

・ネットワークの転送速度と
データ圧縮に関する知識
がある。（知識・理解） 

・情報セキュリティの脅威に
対する対策を正しく判断
し、対処することができ
る。（思考・判断・表現） 

・情報セキュリティ技術の知
識がある。（知識・理解） 

ま
と
め
る 

１ ○コミュニケーションとネットワークについて
学んだことをまとめることを通して、知識を
定着する。 

・コミュニケーションとネッ
トワークについて理解する
ことができた。 

・コミュニケーションとネッ
トワークについての知識
が定着している。（知識・
理解） 

 
 

協働的な学びの中で意見交換しながらスラ

イドを作成し、発表を行う。 


